
伊東沖海底火山噴火に遭遇して
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1.まえがき

水路部測量船｢拓洋｣(写真1･表1)は平成元年7

月13日伊東沖の群発地震震源域を調査中同目夕刻起き

た海底火山噴火に遭遇した.偶然にもr拓洋｣は噴

火地点から僅か数百米の至近距離で噴火に遭遇し極め

て危険た状況のもとで目前に展開された海底火山噴火

という一大ぺ一ジェソトを観察する羽目にたった.海

中における爆発音を体感してから爆発カミやむまで僅か

十数分間の出来事ではあったが海底火山の噴火という

危険性の高い緊急事態の慌ただしさと恐怖感の中にあっ

ては非常に長かったようでもあり終わったあとでは

短かったようだ気もする時間であった.

市街地から僅か4キロメｰトルという距離で起きた稀

に見る海底火山の噴火に偶然立ちあうことにたった経

緯を含め“その時私は"という形で船上で味わった感

想を述べることとする.

2.調査計画

本船は7月12目正午南方海域の大陸棚調査及び相

模湾のマルチチャンネルによる音波探査を実施する計画

で東京湾を出港した.その目は館山沖に仮泊し翌日

の準備をしていたところ13目の1日間だけ伊東沖の震

源付近の海底地形等の調査を実施するよう計画を変更す

る旨の連絡が入った.

調査区域(第1図)は初島の西端と同点から南へ5

海里下った点を結んだ線を東縁としこれから西方へ陸

岸とで囲まれる海域でその中央には群発地震の震源域

がある.調査線の設定は東西と南北方向の格子状と

し(第1図)調査線間隔はO.2海里と･した.調査項目

は海底地形･表層探査･重力･水温のほか採水の5項

目である.また当日早朝には今回の調査を取材すべ

く報道関係者が伊東港外で乗船することに改った.

3.経過概要

当目は朝から雨が降り景勝地の伊豆の山並みも雨

に姻って灰色に霞み眺望もきかず周囲の景色を楽し
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第エ表｢拓洋｣の主要目

��ヨ三要目�

船型�船首楼付平甲板船�総トン数�2,600to珂

船種�測量船�航海速力�工6㎞ots

全長�96.0m�航続距離�12,OOOS.M

喫水線長�90.o㎜�主機関�立形4サ4クル週給ディｰゼル機関×2

���迎統最大2,600PS×2基■840平

型順�14.2m�扱大塔繊人負�6ユ入(内栗組員38入)

型深�7.3m�行醐目鐵�50目

型喫水�4.5m��

むことは出来なかった.また地震の影響からか漁船等

の船影もたく調査海域は閑散としているように見えた

予定どうり7時30分伊東港外に到着し報道関係者の

乗船を待った.各社それぞれに報道関係のテレビカメ

ラ等の大小道具を担いで雨の中を乗船してきた.こう

した光景を見慣れたい者にとってその人数の多さはも

のものしく写ったが反面伊東沖の群発地震が世の注目

を集めていることの証にも思われ地震の状態に変化が

起りかげていることを想像さ昔だ.

報道関係者の乗船後直ちに陸側の南北調査線から調

査を開始した.約2時間のあいだに取材を終わって報
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道関係者は伊東港外で下船した.取材は急に活発化

してきた地震活動がこの調査で今後どのようた展開を見

せるのか予測が可能なのかといった点にあったようで

あった.

調査資料は調査終了前の15時頃にヘリコプタｰが水路

部に搬送し直ちに解析及び検討を行うことにしてい

た.当初の計画では夕刻までに調査を終了し日暮れ

前には調査海域を離れて夜間は仮泊することにしてい

たが報道関係者の乗下船や機器の調整等に時間を費や

し調査の進行が遅れたこと天候不良のためにヘリコ

プタｰの飛行が不可能とたって調査資料の搬送が翌日に

変更されたこともあって調査の終了時刻は大巾におく

れて20時頃の予定とたったが調査時間を延長し計画

どうりの調査を終了させることにした.このため噴火

直前の18時30分頃は夕闇カミ道りつつある調査海域でひ

たすら調査を継続中であった.

4.船体を揺るがす昔と震動

私は18時頃から船橋に上がって船首方向や周囲に目

を配りだから調査終了後の千ケジュｰル等について航海

長と話を交わしていた.船はさざ波ともいえる程の

波が見える静かな海面を西に向かって順調に走ってい

た.調査線は震源に近いNo.16である1

1989年10月号

1コ9晶

海面はやや青黒く今朝の状況と全く同じで変わった

様子もなく船首で分けられた波が白く崩れて舷側に沿

って船尾の方へと流れていく.船首方向には伊東の街

並みカミ近くに見えている.一時間ほど前まで雨が降っ

ていたせいもあって雨雲が低く昏れるにはまだ早い時

間だが夕闇が迫ってきたような感じで視界も悪く周

囲は薄暗くなりかけていた.間もなくこの線を終わ

り次の線に入る時刻が近づいていた.

5分位前伊東港から一隻の小形鋼船カミ出てくるのが

見えた.調査コｰスに入ってこたげれぽよいのだカミと

考えたから小形鋼船の進路に注意していたが本船の転

舵前に相手船が回避した.

本船は調査線No,16を終了L0.2海里南側の次の

調査線に入るために左に転舵した.このとき小形鋼船

は本船の右舷側を走るかたちにたった.転舵して約2

分後船はほぼ調査線Nα17の線に乗り伊東市街を

船尾に見て船首方向を90度とした.

船首方向が定まって間もたく“トン"と船底を軽く

“ノック"するようだ音を聞いた.“何の音だろう"波

が船体を叩く音のようにも思われたが海上はそれほど

の波はない.“奇妙"た感じで音を聞いたが極く軽

い音のためか深く考えることもなく数秒が過ぎた.再

度“トン"という“ノック音"が聞こえた.船橋に居

合わせた当直者ともども“何の音だろう"と言葉を発

した.

音の原因を考えているうちにさきほどの二度の音よ

り欠きた“ドｰン"という昔カミし船体が震動するのを

体感したほんの数秒を置いてまた“ドｰン"という音

がし船体がやや激しく震動した.これらの音はトテ

ツもたい欠きたハンマｰで船体を叩いたようなあるい

は船体が固い物に衝突をしたかと思われるようた音で

あった.これは明らかに地震の震動音だと思った.

と思う問もたく震動音は音と音との間隔が急速に短く

なり船体を“ガタガタ"と揺るカミすほどの激しい震動

と撃ち叩く音に変っていった.

5.衝撃昔

船体を揺るがす震動音はもはや衝撃音に変わった.

衝撃音は間断たく“ドｰントｰゾ'と船底を叩き

突き上げ大音響をたてて“ガタガタ"と船体を上下に

震動させ船を大音響の中に閉じ込めようとしているよ

うにも思えた.

船はまだ15ノットで航走している.益々激しさを増

す衝撃音と震動は船橋内の機器や船体までも破壊しよ

うと襲いかかってくるような勢いで追って来るようでも�
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あり何処までも追いかけて来るようにも思えた.大

音響と激しい震動の包囲から早く脱出したければという

思いだけで脱出しようにも周囲の状況がどのようにな

っているのかが皆目掘めたい.短時間ではあったが

言わば“見えざる敵"を相手にしたときと同じようた

思いで対応措置のとりようがたいといった感じであっ

た.

この時一瞬日本海中部地震の余震波をストリｰ

マケｰブルで捉えた再生音を聞いたことを思い出し頭

の中でこの衝撃音と比較してみた.余震音は崩れる

ように強から弱へと滑らかに変化していたような気がし

た.また地震音が激しいときは海面にササ波が立っ

たという話も聞いたことがある.出港前の7月9日付

けの読売夕刊には伊東沖で地震直後に発生した“不気

味な波紋現象"として幾筋かの波紋を捉えた写真が掲載

されていたことさらに二三目前から微動が活発どた

りマグマが地表近く上がってきているのではたいかとい

った海底火山爆発を推測する記事を見たこと今回の調

査前にはヘリコプタｰを飛はL空から調査海域の異常

について調査を実施したこと加えて今朝の物序しい取

材等々これまでにもち得た様々な情報をこの衝撃音に

結び付けてみると明らかに付近海底で爆発等の異状事

態カミ起こりこの不気味ともいえる衝撃音を発生させて

いるに違いないと考えた.しかしながら異状事態の

発生の姿形が見えず勿論位置も判然とLないまま

異状状況の中に置かれた時の不安ともどかしさは苛立

ちを募らせるぱかりであった.位置は“何処か?"付

近海面に異状現象カミ見えてはいないか?とにもかくに

も早急にこの衝撃音から脱出したければ大変なことに

たるかも知れないといった不安感が衝撃音の激しさが

増すにつれて大きくなった､船はますます激しさを増

す衝撃音のたかを予定コｰスに乗って走っている.左

右前方の海面に忙しく視線を移して異状現象の発見に

注意力を集中させた.

衝撃音を感じて間もたく船長･業務管理官その他の

乗組員が何事が起こったのかと不安気に船橋に上がっ

てきていた.衝撃音の正体について船橋内の憶測で

は地震と火山爆発との二説があったが船全体を採る

し畏怖を感じるほどの震動を船体に打ち付けている自然

の威力に正体の究明は中断Lたかに見えた.衝撃音

が今後どの様な展開を見せるのか正体カミ見えたいだげ

に不安であった.

船首左30度方向数百米の距離に一瞬横一線に小さた

波頭が砕け白く走ったように見えた.瞬間的に何

かおかしいた!変たた!白波が立つような風もたい

のに!と思いながら尚注視していると次の瞬間白い

波頭がやや大きくたり白波の両端に青黒い一筋の線が

走った.一筋の線は波紋となって四方に広がってい

くように見えた.

白波が消えて波紋が残ったあと次にその付近の海

面が水平距離約200メｰトルにわたり中央付近が瞬間

的に白く“サワ"つき泡立つように波立つのが見えた

(写真2).泡立つ波カミ消えたあとはまた波面が波紋

となって広かっ行った.その光景は規模の点で欠き

た差があるものの丁度エアガンを海中で発破させたと

き海面にできる泡立ちと全く同じであった.また別の

例を挙げれば戦記物の映画で良く党かげたことがある

が爆雷攻撃をしかけ海中で爆発した爆雷が“ピシッ

ピシッ“と海面につくり出す衝撃波のシｰンを見ている

ようでもあった.

これで衝撃音の“正体見たり"という思いがした.

衝撃音の正体は間違いなく海底火山の噴火による爆発

であることが確実とたった.

衝撃音の正体の一部を目前に見て今までの見えざる

敵に対する恐怖感がいくぶん薄らぐと同時に新たた事

態の対応に気を取られて衝撃音に一対する不安感からい

くぶん解放されたようだ気がした.位置は進行方向よ

りやや定数百米の地点とみた.船がこのまま進めば

爆発地点にたお接近することにたる.非常に危険であ

る.いま海面で起きている異状現象を船長に早く報告

しなげれぽと突然“海面が盛り上がっている"と大声

で叫んだ.

船長はこの異状を確認L爆発地点から退避すべく面

舵を命じ速力を一杯に上げ時刻･爆発地点の位置測

定･爆発現象の観測等の命令を発した､海面の泡立つ

様は間断なく衝撃音とともに激しく波立ちを繰り返し

ていた.私はこうした異状事態の観測には後で目'

視結果を言葉で表現するよりも写真撮影カミ最良と考え

二層下の自室に走ってカメラを持ち出し船橋左舷側か

らファインダｰを覗いた.ファインダｰからはまだ

海面が激しく波立ちを繰り返し波紋を四方に走らせてい

るのが見えた.

7.脱出･火山噴火

6.海面の異状波紋

衝撃音が始まってから二～三分も経過したであろうか

船橋では操舵･換機の適切な号令が飛び交い慌た

だしく走る乗組員で緊迫感カミ充満状態となった.船は

全速力で爆発地点から一刻も早く遠去かろうと懸命なの

地質ニュｰス422号�
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だが爆発地点は一向に離れる気配がたいように感じ

た.上甲板には衝撃音に続いて起こった海面の異状

をビデオやカメラを構えあるいはじっとたり行きを見

守る数人の乗組員の姿カミ見えた.

海面の異状波紋が起こってからややあって突然海面

上に長半円形をした黒い欠きた水塊?(ウォｰタｰドｰム)

が“モクッ"と立ち上がった.高さが30mほどもある

巨大た海坊主のようにも見えた(写真3).その水塊?

カミ海面に崩れ落ちる一瞬前に欠きた塊りが炸裂し白く

四散した(写真4).四散する白い水塊?のたかで二

1989年10月号�
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第2図噴火状況の観察位置

度三度と爆発を繰り返して立ち上がる黒煙が見えた(写真

5･6･7･8).上甲板で噴火を見守っていた乗組員の

問から一斉に思わず洩れた“アッｰ"という驚嘆の稔

りとも取れる叫びが上カミった.爆発の形は以前写真

で見たことのある西之島の火山噴火と同じ｡で爆発の勢

いと規模の点で小さいようにも思えた.

自然の息吹とも思える凄まじい火山噴火の模様をファ

インダｰを通して目前に見放カミらツヤッタｰを押してい

るうちに津波が気にたった.“津波は大丈夫だろうか?"

あたり行こ叫んだ“波が小さいので津波の心配はない"

という声が返ってきた.

確かに爆発後の海面状態からみて波は小さた波紋

を四方に走らせている程度に見え津波が起きる様子は

見当たらなかった.すかさず爆発地点の移動を心配

してか“爆発点は動いていたいか?"という声が聞こえ

た.大島の噴火の時には割れ目噴火とたって次六と

噴火地点が移動していたのを思い起こした.このよう

た海底火山の場合でもそれに似たことが起こるのだろ

うか～･もし噴火の移動があったとしたら移動を考え

た操船が必要となる.幸いファインダｰを通して見

ている限りでは移動している気配は見られなかった.

“爆発点は移動Lてい肢いようだ"と答えた.爆発地点

は左舷から後方にさらに変針によって宥舷後方へと

遠ざかりつつあってようやく噴火の危険から脱出でき

たものと思われた.

先程伊東港から出てきて本船の左舷側を航行していた

小形鋼船も本船同様突然の海底火山の噴火という自然'

が演出した大地のドラマに偶然遭遇し肝を冷やしたこ

とであろう.どうしているのだろうかPと見ると

本船の左舷前方を全速力で懸命に退避して行くのが見え

た.十数分間同様な危険た状態の中に居併せたことを

思いお互いに無事だったことの挨拶を交わしたい気も

した.このあと右舷後方で再度噴火があったのを最後

にあたりは徐州こ夕闇に包まれ爆発地点からも遠退

いたこともあって噴煙はたたびくように雲の中に拡散し

消えていった.噴火カミ何回あったのかぽはっきりLな

いげれども欠きた噴火は数回程度だったように思われ

る1
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噴火時に収録された音響.波形

17月13目工瞬33分以降､測母船｢拓洋｣機関畏室で収鋤

8.調査資料

�

約

儀

隷

拒

0時間〔ms〕

第3図噴火時に収録した音響波形

�　

本船はたおも爆発地点から遠く離れるため南下し約

5海里離れた川奈沖に至って噴火の危険から完全に脱

出できたと判断し漂泊してその後の様子を見守った.

噴火前後の噴火状況の観察位置を第2図に示した.瞬

間的た火山噴火に遭遇し危険からの脱出航行という緊

急状態の中にあって各乗組員は船の運航･測量資料

は勿論航行船舶に対する警報等それぞれの分を全うした

うえビデオ撮影･写真撮影のほか爆発音の録音までも

貴重な資料の収集にも磐めていたことは測量船として

の面目躍如たることであった.

録音テｰプをアナログに変換した記録を第3図に示し

た.

偶然稀た海底火山噴火に遭遇して収集した資料の公開

および解析｡検討を早急に行うことの必要性から急ぎ

巡視艇が資料搬送の任に当たることになった.巡視挺

は夜に入って吹き出した風と激しく降り出した雨で

風浪が大きくたった暗黒の海上でサｰチライトを頼り

に本船に接近を試みたカミ高い風浪に翻弄され二度三

度と接近を繰り返してどうにか資料を無害受げ取る事が

(B〕

(勾
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第4図手石海丘地形図(35,591･伽･13㈹81･0E)

(A)平成元年7月13日鈷洋による測量(噴火直前)

(B)平成元年7月15日マンボウによる測量(噴火後)
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第5図(A)音響測深記録位置(N-S)

出来た.これで現場の調査は一段落したが東京到着

は夜半遇ぎとたるであろう.それから資料の解析･検

討をする担当者の御苦労を思いやりたがら部屋に戻っ

た.

時刻は既に21時30分とたっていた.ビデオ撮影･写

真撮影の一部は早速報道関係機関に配付され翌日ニュ

ｰスとしてテレビ放映や新聞に掲載された.

9.手石海丘(3"59'.4N139,085.OE)

海底噴火のあった海底は噴火の4目前の7月9目水

路部の測量船｢明洋｣が調査した時点では平坦であった

が噴火直前のr拓洋｣の調査では比高約25メｰトルの

小高い丘が出来ていたことが調査資料の詳細な解析によ

って分かった1

マンボウによる噴火後の調査では海丘は麓の直径が

約450m高さが約10㎝の大きさとなっている.海丘

名は噴火地点の南約2キロメｰトルにある手石島の名を

取って海上保安庁水路部により手石海丘と命名され

た.噴火前後の手石海丘地形図を第4図に音響測深記

録を第5図(A･B)に示した.

10.あとがき

最初の音と震動音が衝撃音へと変わりさらに海底火

山が噴火しそれが治まるまでの約15分間の自然が演

出したドラマを体験したことは全く偶然としか言いよ

うがたいしかも最初の音を感じた5分前には爆発地

点の直上を航過している.音と震動音が始まって噴火

するまでの時間を約10分と見ると何らかの原因で調査

の進行が10分遅れたとしていたら!その偶然性が一致

していたかも知れたい事もあった.調査中に機器が不

調とたって約30分調査を中断する泰があったがもし

調整に10分程余分に手間取っていたとしたら!あるい

は爆発地点直上で火山噴火の直撃をまともに受けたかも

知れなかった.また噴火が夜間であったとしたら!

海面で起きた異状を見逃し早急た避航体制を取れたか疑

問であろう!.とすれば無事であったかどうかも分か

らなかったのではなかろうか?

いずれの場合も“もし"という仮定を前提とした推論

であるがこれらの中の一つの偶然が現実に起こってい

たとしたらこの記事は書けなかったかも知れたい.

書けたとしてももっと違った形となったに違いない･

このように考えると今回の偶然がもたらした出来事は

これからの調査方法に指針を与えた様た気がし非常に

重要た意味をもたらしたように思える.

幸いにも噴火の模様を詳細に観察し噴火の危険か

ら無事に脱出できたことを先ず感謝せねばなるまい.

二重三重の偶然が幸運に加担してくれたことに感謝して

いる次第である.
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7月9蒔翻雇狛ボ小舳.

第5図(B)伊豆半島東方沖海底地形の変化(1989年7月)(南北断面図,第5図(A)のNSの部分)タテ･ヨコ共にスケｰルは3断面

共通.上:7月15日音響測深記録(マンボウ)中:7月13日噴火前,表層探査記録(拓洋)下:7月9日音響測深記録

(明洋)

使用した記録等

｢拓洋｣の航跡図･噴火写真｡爆発音の録音記録･火山

噴火予知連絡会資料

1989年10月号�


